
科目シラバス 年度

■科目基本情報

■科目詳細情報

第 17 週
動画閲覧と評価

各チームが作成した動画の相互評価とチーム内評価を行う。

第 15 週
動画撮影2

必要に応じてプログラムを修正し、編隊飛行の動画を再撮影する。

第 16 週
動画編集

撮影した編隊飛行の動画編集、アフレコ、テロップ挿入などを行う。

第 13 週
編隊飛行プログラミング3

企画通り編隊飛行させるためのプログラミングを行う。

第 14 週
動画撮影1

完成したプログラムで編隊飛行させ動画を撮影する。

第 11 週
編隊飛行プログラミング1

企画通りに編隊飛行させるためのプログラミングを行う。

第 12 週
編隊飛行プログラミング2

企画通りに編隊飛行させるためのプログラミングを行う。

第 9 週
課題まとめ

やり残しの課題を実施する。

第 10 週
編隊飛行企画

各チームで編隊飛行の企画を行う。

第 7 週
ピン球追出し課題

枠内に置かれた多数のピン球を枠外に追い出すプログラミングを行う。

第 8 週
キーホール課題

キーホールを通り抜けるプログラミングを行う。

第 5 週
M型飛行課題

障害物を回避してM型に飛行するプログラミングを行う。

第 6 週
ピン球落とし課題

ポール上に置かれたピン球をドローンを使って落とすプログラミングを行う。

コントローラを使用してドローンを飛行させる。

第 3 週
プログラミングによる飛行

Pythonを使用して飛行させる方法について説明とサンプルコードを実行。

第 4 週
L型飛行課題

ドローンをL字型に飛行させるプログラミングを行う。

参考文献・資料 特になし

履修上の留意点 特になし

授業計画

第 1 週
イントロダクション

ドローンの説明、操作方法、注意点について

第 2 週
コントローラを使用した飛行

100%

種々の飛行方法の課題を課し、後半はチームによる編隊飛行の課題を課す。毎回作業報告書の提出を義務付け評価対
象とする。

授業外における学修 特になし

教科書・教材 オリジナル資料を使用する

0% 課題評価 100% 平常評価 0% 合計

授業方法 講義演習を行う。演習は与えられて飛行コースを一定の条件下で飛行させるプログラミングを学生各自が行う。

実務家教員による
実践的教育の内容

実務経験のある教員が講義・演習・成績評価までをトータルで担当し、実務経験を織り交ぜながら問題解決の方法や技
術的理解の深化方法、最新技術動向なども授業内で展開し、学生の興味を誘発する。

成績評価方法

筆記試験
定期試験 0%

筆記試験
小テスト 0% 実技試験

連携企業等

授業概要
ドローン技術とプログラミングを学ぶことを目的とする。ドローンのセンサや各部品の役割、機能を理解し、ドローンの動作
原理を学ぶ。Pythonを使用して、ドローンを飛行させるプログラミングを学び、最終的に複数のドローンで編隊飛行させ
る。

到達目標
Pythonを使用して、ドローンからのセンサの情報をもとに、自由に飛行させるプログラムを作成できるようになることおよ
び、複数のドローンを同時に操作するプログラムを作成できるようになること。

教員の実務経験 有：実務経験のある教員による授業科目 実務経験職種 システムエンジニア

企業等連携授業 該当しない
職業実践専門課程
の企業等連携科目

後期

必修/選択区分 必修 授業形態 演習

担当教員 川本　俊行

2025

科目名 ロボット開発 科目コード A020

授業時間/週 4 時間/週 年次 1年 学期


